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とつきあう知恵と技～』に設定した．平成 27 年 11 月
に応募，平成 28 年 4 月に採択通知を受け，平成 28 年

































































① 9:00 ～ 9:30  受付．学生が中心となって，自家用車
の駐車場への誘導，会場への誘導，受付作業，名札
や資料の配布などを行った．
② 9:30～ 10:00 開講式．主催者あいさつ，オリエンテー
ションを行った（図 3）．








宮城教育大学 環境教育研究紀要　第 19 巻 (2017)
－ 13 －







⑥ 13:00 ～ 13:30 講義「ミツバチからの贈り物を利用
する知恵」．ハチミツや蜜ろう等の利用方法につい
て解説した（図１１）．
⑦ 13:30 ～ 14:30 実習「キャンドルづくり，リップク
リームづくり」．二つの班に分かれ，キャンドル・リッ
プクリームを作成した（図１２～１５）．
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